





9 胎児 の 相続 


[ 日 本 語 


cssJ) 届く 


| ui 4220 


ムハンマド ・ ブ ン ・ イ ブラ ー ヒ ビーム ・ ア デア ッ テ ト ッ ゥ ッ ワ イジ リー 


の | Aa) Os こら 4 


翻 訳者: サイード 佐藤 
Lu ua :Aaa 
校 開 者 : ファ ー テ ィ マ 佐 訂 


めし っ 4 ちら L4 ・4x っ | 


海外 ダ ア ワ 啓 発 援助 オフ ィ ス 組織 (リヤ ド 市 ラブ ワ 地 区 ) 
Ob | 4JAes 5 る Cd と の 5 と UK 


1429 - 2008 


ISIQrmnOUS@G。。 











@⑯ 母親 の 胎内 に いる 胎児 は いつ 相続 する か ? 


胎児 は 被 相続 人 の 死 の 際 に - 例え 受精 卵 の 形 で あっ た と し て も - 胎内 に 存在 し て いれ ば 、 
誕生 し て 産声 を 上 げ 始 め た 時 点 で 相続 する 権利 を 得 ます 。 尚 喚 き 声 や くし ゃ み 、 涙 な ど で 
も 産声 を 上 げた の と 同様 に 見 な され ます 。 


ラー ャ クラ イク ハル 條 に アッ ラー の ざ ご 満 蛋 あれ ) に よれ は 、 Me 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ダム の 子 (つま り 人 の 子 ) の 新生 中 
ee の 35 本 本 0e 
らら の の を の の で の る 。 但し マル ヤキ (マリ リキ ) 、 と その 見 チ (イデ ンス) て うり で き な お が っ 
EN (72 ニク パー リー と の シリ スペ の 信吉 り 


@ 相続 人 の 中 に 胎児 が 含ま れる 場合 、2 つの ケー ス が 考え られ ます : 
① 妊婦 が その 子 を 出産 する まで 待ち 、 そ の 出産 を 確認 し た 上 で 遺産 の 分 配 を 始め る こと 。 


② 出産 前 に 遺産 の 分 配 を 始め る こと 。 こ の 場合 胎児 の た め に 、 上 息子 2 人 分 ある い は 娘 2 
人 分 の 遺産 を 取っ て お きま す 3。 そ し て も し 無事 に 誕生 し た ら 新生 児 に その 相続 分 ヵ 
分 配 さ れ 、 残 余分 は 他 の 相続 人 に 分 配 さ れ ま す 。 沿 祖母 の よう に 新生 児 が その 相続 を 
遮蔽 する こと の な い 関 係 に ある 者 は 目 分 の 遺産 の 取り 分 全額 を 受け 取り 、 妻 や 母親 の 
よう に 新生 児 に よっ て 相続 分 を 減額 され る 関係 に 者 の 最低 額 
を 手 に し て お きま す 。 また 故人 の 上 兄弟 の よう に 新生 児 に よっ て その 相続 を 完全 に 阻止 
され て し まう よう な 関係 に ある 者 に は 、 そ も そ も 何 も 与え な いで お く よ う に し ます 。 


た 区 と ポッ クシ デル デーン が に ルル.(8490 この も ラ ー ン ャ パス ペリ の 2 の 006 胡 間 アル 人 シン バー ルー の 6 の 。 
2 訳者 注 : 胎児 は 生ま れ て くる まで は 最終 的 に その 詳細 - 性 別 や 数 な ど - が 明確 に 判別 で き な い た め 、 こ 
ら うす る こと で 念 を 入れ て お く 意 味 が あり ます 。 
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